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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡と流体供給装置とを連結する内視鏡洗浄消毒装置連結具であって、
　前記流体供給装置に接続され、開口である第１導入口および、前記第１導入口とは独立
した開口である第２導入口を備えた流体供給装置接続部と、
　前記第１導入口に連通しており、前記流体供給装置から供給された流体が通過する第１
流通部と、
　前記第２導入口に連通しており、前記第１流通部とは独立した流路であり、前記流体供
給装置から供給された流体が通過する第２流通部と、
　前記第１流通部の他端であり、前記内視鏡が具備する管路に連通する開口部内に挿入さ
れて前記第１流通部を通過した前記流体を、前記管路内に吐出する第１吐出部と、
　前記第２流通部の他端であり、前記開口部周りに配置されて前記第２流通部を通過した
前記流体を前記開口部周りに吐出する第２吐出部と、
　　前記第１吐出部および前記第２吐出部を含み、前記内視鏡が具備する管路に連通する
開口部に対して接続される内視鏡接続部と、
　を具備し、
　前記第１流通部及び前記第２流通部は、それぞれ管状に形成されているとともに、前記
第２流通部は、前記第１流通部よりも大径に形成されており、
　　前記第１流通部は、前記第２流通部の内部に配置されており、前記第２流通部に沿っ
て位置していることを特徴とする内視鏡洗浄消毒装置連結具。
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【請求項２】
　　流体を供給する第１管路と、前記第１管路に設けられ流量を調節する第１流量調節部
と、流体を供給する第２管路と、前記第２管路に設けられた第２流量調節部と、を具備す
る流体供給装置、および、
　　前記第１管路に接続される開口である第１導入口と、前記第２管路に接続される開口
である第２導入口と、を備えた流体供給装置接続部と、
　　前記第１導入口に連通しており、前記流体供給装置から供給された流体が通過する第
１流通部と、
　　前記第２導入口に連通しており、前記第１流通部とは独立した流路であり、前記流体
供給装置から供給された流体が通過する第２流通部と、
　　前記第１流通部の他端であり、前記内視鏡が具備する管路に連通する開口部内に挿入
されて前記第１流通部を通過した前記流体を、前記管路内に吐出する第１吐出部と、
　前記第２流通部の他端であり、前記開口部周りに配置されて前記第２流通部を通過した
前記流体を前記開口部周りに吐出する第２吐出部と、
　前記第１吐出部および前記第２吐出部を含み、前記内視鏡が具備する管路に連通する開
口部に対して接続される内視鏡接続部と、
　を具備し、
　前記第１流通部及び前記第２流通部は、それぞれ管状に形成されているとともに、前記
第２流通部は、前記第１流通部よりも大径に形成されており、
　前記第１流通部は、前記第２流通部の内部に配置されており、前記第２流通部に沿って
位置している内視鏡洗浄消毒装置連結具、
　を含むことを特徴とする内視鏡洗浄消毒システム。
【請求項３】
　　前記第１流量調節部及び前記第２流量調節部は、開閉自在な弁体から構成されており
、
　　前記第１流量調節部及び前記第２流量調節部の開閉制御を行うことにより、前記第１
管路と前記第２管路との少なくとも一方に前記流体を供給する制御を行うとともに、前記
第１管路及び前記第２管路を流れる前記流体の供給量を制御する制御部をさらに具備して
いることを特徴とする請求項２に記載の内視鏡洗浄消毒システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡と流体供給装置とを連結する内視鏡洗浄消毒装置連結具、内視鏡洗浄
消毒システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
 内視鏡管路内を、洗浄消毒装置を用いて洗浄消毒する場合、作業者は、先ず、内視鏡洗
浄消毒装置連結具の一端に設けられた流体供給装置接続部を、流体供給装置の流体供給ポ
ートに接続する。
【０００３】
 そして、内視鏡洗浄消毒装置連結具の他端に設けられた内視鏡接続部を、内視鏡の外表
面に形成された口金に対して接続する。前記口金は内視鏡内部に設けられた送気送水管路
や吸引管路等の内視鏡管路と連通している。
【０００４】
 その結果、流体供給装置から、洗浄液、消毒液、濯ぎ水、気体等の流体が、内視鏡洗浄
消毒装置連結具、口金の開口部を介して内視鏡管路内に供給されることにより、内視鏡管
路内は洗浄消毒される。
【０００５】
 日本国特開２００４－１３５９４６号公報には、内視鏡接続部に、口金を介して内視鏡
管路に流体を供給する第１開口を有する第１流路と、口金の外表面に流体を供給する第２
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開口を有する第２流路とが形成された内視鏡洗浄消毒装置連結具が開示されている。
【０００６】
 日本国特開２００４－１３５９４６号公報に開示された連結具は、内視鏡管路内の詰ま
り検出を行う場合や、内視鏡管路内のみに流体を供給する場合は、第２流路に設けられた
バルーンが膨張されて第２流路が塞がれることにより、第１開口のみから流体を供給し、
内視鏡管路のみならず口金も洗浄消毒したい場合には、バルーンが収縮されることにより
、第１開口のみならず第２開口からも流体を供給できる構成を有していることにより、従
来と同量の流体量で内視鏡管路を洗浄消毒できる他、詰まり検出も行うことができる。
【０００７】
　しかしながら、日本国特開２００４－１３５９４６号公報に開示された内視鏡洗浄消毒
装置連結具を用いて、バルーンを収縮した状態で内視鏡管路のみならず口金も洗浄消毒す
る場合、日本国特開２００４－１３５９４６号公報の構成では、第２開口から単に流体が
漏れる構造であることから、消毒は十分に行えても、洗浄を積極的に行うことができない
といった問題があった。
【０００８】
 また、日本国特開２００４－１３５９４６号公報の構成では、第１開口を塞ぐ構成を有
していないことから、第２開口のみから流体を吐出させることができないといった問題が
あり、やはり、積極的に口金の洗浄を行うことができないといった問題があった。
【０００９】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、内視鏡管路内を洗浄消毒すること
ができるとともに、内視鏡の口金も積極的に洗浄消毒することができる構成を有する内視
鏡洗浄消毒装置連結具、内視鏡洗浄消毒システムを提供することを目的とする。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の一態様による内視鏡洗浄消毒装置連結具は、内視鏡と流体供給装置とを連結す
る内視鏡洗浄消毒装置連結具であって、前記流体供給装置に接続され、開口である第１導
入口および、前記第１導入口とは独立した開口である第２導入口を備えた流体供給装置接
続部と、前記第１導入口に連通しており、前記流体供給装置から供給された流体が通過す
る第１流通部と、前記第２導入口に連通しており、前記第１流通部とは独立した流路であ
り、前記流体供給装置から供給された流体が通過する第２流通部と、前記第１流通部の他
端であり、前記内視鏡が具備する管路に連通する開口部内に挿入されて前記第１流通部を
通過した前記流体を、前記管路内に吐出する第１吐出部と、前記第２流通部の他端であり
、前記開口部周りに配置されて前記第２流通部を通過した前記流体を前記開口部周りに吐
出する第２吐出部と、前記第１吐出部および前記第２吐出部を含み、前記内視鏡が具備す
る管路に連通する開口部に対して接続される内視鏡接続部と、を具備し、前記第１流通部
及び前記第２流通部は、それぞれ管状に形成されているとともに、前記第２流通部は、前
記第１流通部よりも大径に形成されており、前記第１流通部は、前記第２流通部の内部に
配置されており、前記第２流通部に沿って位置している。
【００１１】
　本発明の一態様による内視鏡洗浄消毒システムは、流体を供給する第１管路と、前記第
１管路に設けられ流量を調節する第１流量調節部と、流体を供給する第２管路と、前記第
２管路に設けられた第２流量調節部と、を具備する流体供給装置、および、前記第１管路
に接続される開口である第１導入口と、前記第２管路に接続される開口である第２導入口
と、を備えた流体供給装置接続部と、前記第１導入口に連通しており、前記流体供給装置
から供給された流体が通過する第１流通部と、前記第２導入口に連通しており、前記第１
流通部とは独立した流路であり、前記流体供給装置から供給された流体が通過する第２流
通部と、前記第１流通部の他端であり、前記内視鏡が具備する管路に連通する開口部内に
挿入されて前記第１流通部を通過した前記流体を、前記管路内に吐出する第１吐出部と、
前記第２流通部の他端であり、前記開口部周りに配置されて前記第２流通部を通過した前
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記流体を前記開口部周りに吐出する第２吐出部と、前記第１吐出部および前記第２吐出部
を含み、前記内視鏡が具備する管路に連通する開口部に対して接続される内視鏡接続部と
、を具備し、前記第１流通部及び前記第２流通部は、それぞれ管状に形成されているとと
もに、前記第２流通部は、前記第１流通部よりも大径に形成されており、前記第１流通部
は、前記第２流通部の内部に配置されており、前記第２流通部に沿って位置している内視
鏡洗浄消毒装置連結具、を含む。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本実施の形態を示す内視鏡洗浄消毒装置連結具を、内視鏡及び流体供給装置とと
もに示す図
【図２】図１の内視鏡洗浄消毒装置連結具を、内視鏡の口金及び流体供給装置のポートに
接続した状態を示す図
【図３】図１の制御部が行う、洗浄消毒工程における各工程に対する２つの電磁弁のＯＮ
・ＯＦＦ制御を示す図表
【図４】図１の内視鏡洗浄消毒装置連結具の第２流通部を、第１流通部の外部において並
んで設けた変形例を示す図
【図５】図４の変形例の他の例であって、内視鏡洗浄消毒装置連結具の内視鏡接続部が、
内視鏡の操作部に設けられた処置具挿通用の口金に接続自在な状態を示す図
【図６】内視鏡の口金に、ネジにより内視鏡洗浄消毒装置連結具の内視鏡接続部が接続さ
れる状態を部分的に示す図
【図７】図４の変形例のもう１つの他の例であって、内視鏡洗浄消毒装置連結具の内視鏡
接続部が、内視鏡のＬＧコネクタに設けられたＬＧコネクタ口金に接続自在な状態を示す
図
【図８】内視鏡の口金に栓を接続した状態を示す図
【図９】内視鏡洗浄消毒装置連結具を、内視鏡のＬＧコネクタおよび処置具挿通用の口金
のそれぞれ、に接続し、内視鏡の口金に栓を接続した状態を示す図
【図１０】内視鏡洗浄消毒装置の一例を、内視鏡とともに示す斜視図
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。尚、図面は模式的なものであり
、各部材の厚みと幅との関係、それぞれの部材の厚みの比率などは現実のものとは異なる
場合があることに留意すべきであり、図面の相互間においても互いの寸法の関係や比率が
異なる部分が含まれている場合があることは勿論である。
【００１４】
 図１は、本実施の形態を示す内視鏡洗浄消毒装置連結具を、内視鏡及び流体供給装置と
ともに示す図、図２は、図１の内視鏡洗浄消毒装置連結具を、内視鏡の口金及び流体供給
装置のポートに接続した状態を示す図である。
【００１５】
 また、図３は、図１の制御部が行う、洗浄消毒工程における各工程に対する２つの電磁
弁のＯＮ・ＯＦＦ制御を示す図表である。
【００１６】
　図１に示すように、内視鏡洗浄消毒装置連結具１は、内視鏡１０と流体供給装置１００
とを連結するものであり、流体供給装置接続部５と、第１流通部３と、第２流通部４と、
内視鏡接続部６とを具備して主要部が構成されている。
【００１７】
　流体供給装置接続部５は、第１流通部３及び第２流通部４の各一端に設けられており、
流体供給装置接続部５に、第１流通部３及び第２流通部４の各一端側に設けられた導入口
３ｉ及び導入口４ｉが開口されている。
【００１８】
 また、流体供給装置接続部５は、流体供給装置１００のポート４５に対して、図１、図
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２に示すように接続自在となっている。尚、流体供給装置接続部５がポート４５に対して
接続された後、導入口３ｉ、４ｉは、流体供給装置の後述する第１管路４３、第２管路４
４に、供給口４５ｍ、４５ｇを介してそれぞれ連通する。
【００１９】
　内視鏡接続部６は、第１流通部３及び第２流通部４の各他端に設けられており、内視鏡
１０内において、挿入部１４、操作部１５、ユニバーサルコード１６に延在された内視鏡
管路１８に連通する開口部１７ｋを有する操作部１５の口金１７に対して、図１、図２に
示すように接続自在となっている。尚、内視鏡管路１８としては、既知の吸引管路や送気
送水管路等が挙げられる。
【００２０】
　また、内視鏡接続部６は、図２に示すように、口金１７に対して接続された際、開口部
１７ｋを介して口金１７内に挿入される突出部６ｅを有しており、該突出部６ｅに第１流
通部３の他端側の開口となる第１吐出部３ｔが開口されている。尚、突出部６ｅが口金１
７内に挿入されることにより、口金１７に対する内視鏡接続部６の位置決めが行われる。
【００２１】
 第１吐出部３ｔは、図２に示すように、内視鏡接続部６が口金１７に対して接続された
際、流体供給装置１００から供給された、第１流通部３を通過した流体Ｒを、内視鏡管路
１８内に吐出する。
【００２２】
 さらに、内視鏡接続部６において、図２に示すように、内視鏡接続部６が口金１７に対
して接続された際、口金１７外に位置する本体部６ｈに、第２流通部４の他端側の開口と
なる第２吐出部４ｔが開口されている。
【００２３】
　第２吐出部４ｔは、図２に示すように、内視鏡接続部６が口金１７に対して接続された
際、口金１７の開口部１７ｋ周りに配置されて、流体供給装置１００から供給された、第
２流通部４を通過した流体Ｒを、開口部１７ｋ周り、即ち口金１７の外表面に吐出する。
【００２４】
　第１流通部３及び第２流通部４は、流体供給装置１００からポート４５を介して供給さ
れた流体Ｒが通過するものであり、例えば管状部材から形成されている。
【００２５】
 また、第２流通部４は、第１流通部３よりも大径に形成されており、第１流通部３は、
第２流通部４の内部において、第２流通部４に沿って配置されている。即ち、第１流通部
３は、第２流通部４とともに既知の同軸チューブを構成している。
【００２６】
　流体供給装置１００は、ポート４５に流体供給装置接続部５が接続された際、第１流通
部３に連通される、該第１流通部３に、導入口３ｉを介して流体Ｒを供給する第１管路４
３と、ポート４５に流体供給装置接続部５が接続された際、第２流通部４に連通される、
該第２流通部４に、導入口４ｉを介して流体Ｒを供給する第２管路４４とを具備している
。
【００２７】
 また、後述する第１流量調節部６３、第２流量調節部６４よりも上流側において、第２
管路４４が第１管路４３よりも大径に形成されていることにより、第１流量調節部６３、
第２流量調節部６４よりも上流側においては、第１管路４３が第２管路４４の内部に位置
している。
【００２８】
 尚、ポート４５は、例えば図１に示すように、１つのポートで、第１管路４３及び第２
管路４４から供給された流体Ｒを、導入口３ｉ、４ｉを介して、第１流通部３、第２流通
部４に供給できるよう、供給口４５ｍ、４５ｇを有している。
【００２９】
　第１管路４３の中途位置に、第１流量調節部６３が設けられている。また、第２管路４
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４の中途位置にも、第２流量調節部６４が設けられている。尚、第１流量調節部６３、第
２流量調節部６４は、例えば開閉自在な電磁弁から構成されている。また、第１流量調節
部６３、第２流量調節部６４の開閉動作は、流体供給装置１００に設けられた制御部４０
によって制御される。
【００３０】
　また、第１管路４３は、第１流量調節部６３、第２流量調節部６４よりも上流側におい
ては、第２管路４４に連通しており、該連通部よりも上流側には、流体供給用のポンプ４
１が設けられている。ポンプ４１は、制御部４０によって駆動制御される。また、ポンプ
４１は、気体を送気できるよう自吸式のポンプであっても構わない。
【００３１】
　尚、図１、図２においては、図面を簡略化するため、ポンプ４１よりも上流の構成は、
省略しているが、ポンプ４１よりも上流に設けられた管路は、洗浄液や、消毒液、濯ぎ水
等が貯留されたタンクにそれぞれ連通している。
【００３２】
 その結果、ポンプ４１が駆動されると、洗浄液や、消毒液、濯ぎ水、気体等の流体Ｒは
、第１流量調節部６３、第２流量調節部６４のＯＮ（開）・ＯＦＦ（閉）に応じて、第１
管路４３、第２管路４４を介して第１流通部３、第２流通部４に選択的に、または同時に
供給される。
【００３３】
　制御部４０は、第１流量調節部６３、第２流量調節部６４の開閉制御を行うことにより
、第１管路４３と第２管路４４との少なくとも一方に流体Ｒを供給する制御を行う。さら
に、制御部４０は、第１管路４３、第２管路４４を流れる流体Ｒの供給量を、第１流量調
節部６３、第２流量調節部６４の開成時間やポンプ４１の駆動時間を制御することによっ
て制御する機能を有している。
【００３４】
　以下、制御部４０の第１流量調節部６３、第２流量調節部６４の制御方法を、図３を用
いて具体的に示す。尚、制御部４０が行う第１流量調節部６３、第２流量調節部６４の制
御の際は、図２に示すように、口金１７には、内視鏡洗浄消毒装置連結具１の内視鏡接続
部６が接続され、ポート４５には、内視鏡洗浄消毒装置連結具１の流体供給装置接続部５
が接続されているとする。
【００３５】
 図３に示すように、先ず、内視鏡管路１８内の詰まり検出を行う場合は、制御部４０は
、第１流量調節部６３をＯＮにする制御を行うとともに、第２流量調節部６４をＯＦＦに
する制御を行う。
【００３６】
　その結果、ポンプ４１の駆動により供給された流体は、第１流量調節部６３のみがＯＮ
のため、第１管路４３、供給口４５ｍ、導入口３ｉ、第１流通部３を通過して、第１吐出
部３ｔから内視鏡管路１８内のみに吐出される。
【００３７】
　この際、第２流量調節部６４はＯＦＦになっているため、第２吐出部４ｔから流体が吐
出されることがないことから、流体は、内視鏡管路１８内のみに集中して供給されるため
、内視鏡管路１８内に詰まり検出を正確に行うことができる。
【００３８】
　次に、内視鏡１０に対して通常の洗浄を行う場合（洗浄モード１）や、洗浄後、消毒を
行う場合、さらには濯ぎを行う場合は、制御部４０は、第１流量調節部６３及び第２流量
調節部６４の両方をＯＮにする制御を行う。
【００３９】
 その結果、ポンプ４１の駆動により供給された洗浄液、消毒液、濯ぎ水のいずれかは、
第１流量調節部６３がＯＮのため、第１管路４３、供給口４５ｍ、導入口３ｉ、第１流通
部３を通過して、第１吐出部３ｔから内視鏡管路１８内に吐出される。さらに、第２流量
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調節部６４もＯＮのため、第２管路４４、供給口４５ｇ、導入口４ｉ、第１流通部４を通
過して、第２吐出部４ｔから口金１７の開口部１７ｋ周りに吐出される。
【００４０】
 よって、内視鏡管路１８内の洗浄、消毒、濯ぎのいずれかが行われるとともに、第２吐
出部４ｔから吐出された洗浄液、消毒液、濯ぎ水のいずれかによって、積極的に口金１７
の洗浄、消毒、濯ぎのいずれかが行われる。尚、この際、口金１７のみならず、内視鏡接
続部６の突出部６ｅの外表面も、洗浄、消毒、濯ぎのいずれかが行われる。
【００４１】
 また、内視鏡管路１８内のみを積極的に洗浄したい場合（洗浄モード２）、例えば高圧
洗浄や、既知の気液２相流を供給して内視鏡管路１８内のみを積極的に洗浄消毒したい場
合、詰まり検出の場合と同様に、制御部４０は、第１流量調節部６３をＯＮにする制御を
行うとともに、第２流量調節部６４をＯＦＦにする制御を行う。
【００４２】
　その結果、ポンプ４１の駆動により供給された、例えば気液２相流や高圧流は、第１流
量調節部６３のみがＯＮのため、第１管路４３、供給口４５ｍ、導入口３ｉ、第１流通部
３を通過して、第１吐出部３ｔから内視鏡管路１８内のみに集中して吐出される。よって
、内視鏡管路１８のみが積極的に洗浄される。尚、以上のことは、内視鏡管路１８内のみ
を消毒したい場合、濯ぎたい場合であっても同様である。
【００４３】
 さらに、口金１７のみを集中して洗浄したい場合（洗浄モード３）、制御部４０は、第
２流量調節部６４のみをＯＮにし、第１流量調節部６３をＯＦＦにする制御を行う。
【００４４】
 その結果、ポンプ４１の駆動により供給された洗浄液は、第２流量調節部６４のみがＯ
Ｎのため、第２管路４４、供給口４５ｇ、導入口４ｉ、第１流通部４を通過して、第２吐
出部４ｔから内視鏡管路１８内に吐出される。
【００４５】
 よって、第１流量調節部６３はＯＦＦになっているため、第１吐出部３ｔから洗浄液が
吐出されることがないことから、口金１７の洗浄が、第２吐出部４ｔから吐出された洗浄
液によって集中して積極的に行われる。尚、以上のことは、口金１７のみを消毒したい場
合、濯ぎたい場合であっても同様である。
【００４６】
 このように、本実施の形態においては、内視鏡洗浄消毒装置連結具１は、内視鏡接続部
６を、口金１７に接続した際、第１流通部３の第１吐出部３ｔは、口金１７内に配置され
、内視鏡管路１８に流体Ｒを吐出する構成を有しているとともに、第２流通部４の第２吐
出部４ｔは、口金１７の開口部１７ｋ周りに配置され、開口部１７ｋ周りに流体Ｒを吐出
すると示した。
【００４７】
 このような構成によれば、従来の構成では、開口部１７ｋ周りへの流体の供給は、口金
１７から漏れた流体により行っていたため、洗浄するためは、流体の供給量を増やさなけ
ればならず洗浄に時間がかかってしまっていたが、本実施の形態の構成によれば、第２吐
出部４ｔから、第２管路４４、第２流通部４を介して、第２流量調節部６４のＯＮにより
専用に供給されてきた流体Ｒが、積極的に開口部１７ｋ周りに吹き付けられるため、開口
部１７ｋ周りの洗浄を、短時間で行うことができる。
【００４８】
 また、第１吐出部３ｔのみが、口金１７内に配置されるため、第１管路４３、第１流通
部３を介して、第１流量調節部６３のＯＮにより専用に供給されてきた流体Ｒが、第１吐
出部３ｔから、内視鏡管路１８内に供給されるため、内視鏡管路１８内の洗浄を、短時間
で行うことができる。
【００４９】
 また、本実施の形態においては、第１流量調節部６３、第２流量調節部６４の開閉制御
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や、開成時間の制御を、制御部４０が行うと示した。
【００５０】
 このことによれば、内視鏡管路１８と口金１７とを洗浄消毒する時間を、別々にコント
ロールすることができるとともに、内視鏡管路１８と口金１７への流体Ｒの供給量を別々
に調整することができる。さらには、内視鏡管路１８と口金１７への流体Ｒの供給を、選
択的または同時に行えるため、用途に応じて、積極的に、内視鏡管路１８と口金１７とを
洗浄消毒することができる。よって、例えば従来行うことができなかった、口金１７のみ
の洗浄消毒も容易に行うことができる。
【００５１】
 以上から、内視鏡管路１８内を洗浄消毒することができるとともに、内視鏡１０の口金
１７も積極的に洗浄消毒することができる構成を有する内視鏡洗浄消毒装置連結具１、流
体供給装置１００を提供することができる。
【００５２】
 本発案の流体供給装置１００は、内視鏡の種類や状態により口金１７の洗浄消毒時間、
内視鏡管路１８の洗浄消毒時間を調整するものであってもよい。例えば、一般的に口金部
が汚れ易い内視鏡に対しては口金１７の洗浄時間または消毒時間が長くなるよう調整する
ことも可能である。また、汚れ難い部分に対して洗浄時間または消毒時間を短縮するよう
調整することも可能である。
【００５３】
 また、本発案の流体供給装置１００は、例えばＲＦＩＤ読み取り機能などの内視鏡に付
けられた情報を読み取る機能を有していてもよい。
【００５４】
 以下、変形例を、図４を用いて示す。図４は、図１の内視鏡洗浄消毒装置連結具の第２
流通部を、第１流通部の外部において並んで設けた変形例を示す図である。
【００５５】
 上述したように、本実施の形態においては、内視鏡洗浄消毒装置連結具１において、第
２流通部４は、第１流通部３よりも大径に形成されており、第１流通部３は、第２流通部
４の内部に設けられていると示した。
【００５６】
 これに限らず、図４に示すように、第１流通部３は、第２流通部４の外部において、第
２流通部４に並んで配置されていても構わない。
【００５７】
　具体的には、内視鏡洗浄消毒装置連結具１において、第１流通部３の一端に、流体供給
装置接続部５ａが設けられており、流体供給装置接続部５ａに対し、第１流通部３の一端
側に設けられた導入口３ｉが開口されている。
【００５８】
 また、第２流通部４の一端に、流体供給装置接続部５ｂが設けられており、流体供給装
置接続部５ｂに対し、第２流通部４の一端側に設けられた導入口４ｉが開口されている。
【００５９】
 また、流体供給装置接続部５ａ、５ｂは、流体供給装置１００のポート４５ａ、４５ｂ
に対して接続自在となっている。尚、流体供給装置接続部５ａ、５ｂがポート４５ａ、４
５ｂに対して接続された後、導入口３ｉ、４ｉは、流体供給装置の第１管路４３、第２管
路４４に、供給口４５ｍ、４５ｇを介してそれぞれ連通する。尚、供給口４５ｍには、第
１管路４３が連通しており、供給口４５ｇには、第２管路４４が連通している。
【００６０】
 内視鏡洗浄消毒装置連結具１において、第１流通部３及び第２流通部４の各他端に内視
鏡接続部２６が設けられており、該内視鏡接続部２６は、口金１７に対して接続自在とな
っている。
【００６１】
 また、内視鏡接続部２６は、口金１７に対して接続された際、開口部１７ｋを介して口
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金１７内に挿入される突出部２６ｅを有しており、該突出部２６ｅに第１流通部３の他端
側の開口となる第１吐出部３ｔが開口されている。尚、突出部２６ｅが口金１７内に挿入
されることにより、口金１７に対する内視鏡接続部２６の位置決めが行われる。
【００６２】
 さらに、内視鏡接続部２６において、内視鏡接続部２６が口金１７に対して接続された
際、口金１７外に位置する本体部２６ｈに、第２流通部４の他端側の開口となる第２吐出
部４ｔが開口されている。
【００６３】
　第１流通部３及び第２流通部４は、流体供給装置１００からポート４５ａ、４５ｂを介
して供給された流体Ｒが通過するものであり、例えば管状部材から形成されている。また
、第２流通部４は、第１流通部３の外側において、第１流通部３に並んで設けられている
。
【００６４】
　このように、第１流通部３と第２流通部４とが、それぞれ別々に設けられていても、上
述した本実施の形態と同様の効果を得ることができる。
【００６５】
　尚、以下、図４の変形例の他の例を、図５を用いて示す。図５は、内視鏡洗浄消毒装置
連結具の内視鏡接続部が、内視鏡の操作部に設けられた処置具挿通用の口金に接続自在な
状態を示す図である。
【００６６】
　図１～図３において上述した本実施の形態や、図４に示した変形例においては、内視鏡
洗浄消毒装置連結具１の内視鏡接続部６、２６は、内視鏡１０の操作部１５に設けられた
口金１７に着脱自在であると示した。
【００６７】
　これに限らず、図５に示すように、内視鏡接続部３６は、操作部において、口金１７よ
りも挿入部１４側に設けられた内視鏡１０の内部に設けられた処置具挿通用管路３８の口
金３７に接続自在であっても構わない。
【００６８】
 詳しくは、図５に示すように、内視鏡洗浄消毒装置連結具１において、第１流通部３及
び第２流通部４の各他端に内視鏡接続部３６が設けられており、該内視鏡接続部３６は、
処置具挿通用管路３８の口金３７に対して接続自在となっている。
【００６９】
　また、内視鏡接続部３６は、口金３７に対して接続された際、開口部３７ｋを介して口
金３７内に挿入される突出部３６ｅを有しており、該突出部３６ｅに第１流通部３の他端
側の開口となる第１吐出部３ｔが開口されている。尚、突出部３６ｅが口金３７内に挿入
されることにより、口金３７に対する内視鏡接続部３６の位置決めが行われる。
【００７０】
 さらに、内視鏡接続部３６において、内視鏡接続部３６が口金３７に対して接続された
際、口金３７外に位置する本体部３６ｈにおける突出部３６ｅ側に形成された凹部３６ｐ
に、第２流通部４の他端側の開口となる第２吐出部４ｔが開口されている。
【００７１】
 凹部３６ｐは、内視鏡接続部３６が口金３７に対して接続された際、口金３７の外周を
被覆することにより、第２吐出部４ｔから吐出された流体Ｒが、口金３７の外表面に供給
される。
【００７２】
 尚、その他の構成は、図４と同じである。また、本構成は、図１に示す第１流通部３が
第２流通部４の内部に配置された構成にも適用可能である。
【００７３】
 このように、内視鏡洗浄消毒装置連結具１は、処置具挿通用管路３８の口金３７に対し
ても接続自在となっている。
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【００７４】
 また、以下、さらに別の変形例を、図６を用いて示す。図６は、内視鏡の口金に、ネジ
により内視鏡洗浄消毒装置連結具の内視鏡接続部が接続される状態を部分的に示す図であ
る。
【００７５】
　図６に示すように、内視鏡１０の操作部１５に設けられた内視鏡管路７８の開口部７７
ｋを有する口金７７の外周面に雄ネジが形成されている場合、内視鏡洗浄消毒装置連結具
１は、以下に示す構成を有していればよい。
【００７６】
 内視鏡洗浄消毒装置連結具１において、第１流通部３及び第２流通部４の各他端に内視
鏡接続部７６が設けられており、該内視鏡接続部７６は、口金７７に対して接続自在とな
っている。
【００７７】
 具体的には、内視鏡接続部７６に、口金７７側において、内視鏡接続部７６が口金７７
に対して接続された際、口金７７を覆う凹部７６ｐが形成されており、凹部７６ｐの内周
面には、内視鏡接続部７６が口金７７に対して接続された際、口金７７の外周面に形成さ
れた雄ネジに螺合する雌ネジが形成されている。
【００７８】
 また、凹部７６ｐにおいて、第２流通部４の他端側の開口となる第２吐出部４ｔが開口
されている。凹部７６ｐは、内視鏡接続部７６が口金７７に対して接続された際、口金７
７の外周を被覆することにより、第２吐出部４ｔから吐出された流体Ｒが、口金７７の外
表面に供給されるようになっている。よって、従来、ネジ接続では洗い難かった雄ネジと
雌ネジとの間の螺合部も、第２吐出部４ｔから吐出された流体Ｒによって、洗浄消毒する
ことができる。
【００７９】
 さらに、凹部７６ｐには、内視鏡接続部７６が口金７７に対して接続された際、開口部
７７ｋを介して口金１７内に挿入される突出部７６ｅを有しており、該突出部７６ｅに第
１流通部３の他端側の開口となる第１吐出部３ｔが開口されている。尚、突出部７６ｅが
口金１７内に挿入されることにより、口金７７に対する内視鏡接続部７６の位置決めが行
われる。
【００８０】
 このように、内視鏡洗浄消毒装置連結具１は、内視鏡接続部７６がネジによって接続さ
れる口金７７に対しても接続自在となっている。
【００８１】
　さらに、図７に示すように内視鏡接続部８６は、ライドガイドコネクタ（ＬＧコネクタ
）１９に設けられた口金に９７に接続自在であっても構わない。
【００８２】
　図７では、本体部８６ｈに、口金から外れ難くするための掛止部８６ｊが設けられた内
視鏡接続部８６を用いた例を示した。しかし、ＬＧコネクタ１９の口金９７に接続するの
は、図１で示した内視鏡接続部６、図４で示した内視鏡接続部２６、または図５で示した
内視鏡接続部３６であってもよい。
【００８３】
　また、図７に示す内視鏡接続部８６を口金１７、または、口金３７に接続してもよい。
【００８４】
　内視鏡接続部８６の掛止部８６ｊについては、口金９７の全周に密着する構造であって
もよいし、鉤爪のような構造であってもよいし、スポンジ構造であってもよい。掛止部８
６ｊが口金９７の全周に密着する構造の場合、本体部８６ｈまたは掛止部８６ｊのどこか
に液体が抜ける穴が設けられていることが望ましい。
【００８５】
　また、ＬＧコネクタ１９の口金９７から流体を供給する場合、操作部１５の口金１７は
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塞ぐか、または、図８に示すように排水量を低減するような栓８８で覆うことが好ましい
。栓８８は液体を抜く穴８８ｒを口金１７の開口径よりも小さくすることで液体の排出量
を低減しているが、栓の形状としてこれに限定されるわけではない。
【００８６】
　口金９７から流体を供給する場合に、口金１７の排水量を低減することで、内視鏡挿入
部１４側に流れる液体の量を維持することができる。
【００８７】
　また、内視鏡の構造として、操作部１５から挿入部１４に至る途中で、処置具挿入口金
３７が設けられており、管路が二又になっている。処置具挿入口金３７内部を洗浄消毒す
るために、図９に示すように口金９７と口金３７との両方に内視鏡接続部６、２６、３６
、８６を接続してもよい。なお、図９では、口金９７に内視鏡接続部８６を接続し、口金
３７に内視鏡接続部３６を接続した一例について示している。
【００８８】
 次に、図１～図５において上述した内視鏡洗浄消毒装置連結具１の流体供給装置接続部
５、５ａ、５ｂが接続自在な流体供給装置１００、例えば内視鏡洗浄消毒装置の一例を、
図１０を用いて説明する。図１０は、内視鏡洗浄消毒装置の一例を、内視鏡とともに示す
斜視図である。
【００８９】
　図１０に示すように、内視鏡洗浄消毒装置１００は、使用済みの内視鏡１０を洗浄、消
毒するための装置であり、装置本体２００と、その上部に、例えば図示しない蝶番を介し
て開閉自在に接続された蓋体であるトップカバー３００とにより、主要部が構成されてい
る。
【００９０】
　装置本体２００の操作者が近接する図中前面（以下、前面と称す）であって、例えば装
置本体２００の幅方向Ｘにおける左半部の高さ方向Ｙの上部に、図示しない収容部が形成
されており、該収容部には、洗剤／アルコールトレー１１０が、装置本体２００の前方へ
引き出し自在に配設されている。尚、以下、図中装置本体２００の前面と後面とを結ぶ方
向を、奥行き方向Ｚと称す。
【００９１】
　洗剤／アルコールトレー１１０には、内視鏡１０を洗浄する際に用いられる洗浄剤が貯
留された洗剤タンク１１０ａと、洗浄消毒後の内視鏡１０を乾燥する際に用いられる液体
であるアルコールが貯留されたアルコールタンク１１０ｂとが収納されており、洗剤／ア
ルコールトレー１１０が奥行き方向Ｚ手前側に引き出し自在なことにより、各タンク１１
０ａ、１１０ｂに、所定に液体が補充できるようになっている。
【００９２】
　尚、洗剤／アルコールトレー１１０には、２つの窓部１１０ｍが設けられており、該窓
部１１０ｍにより、各タンク１１０ａ、１１０ｂに注入されている洗浄剤及びアルコール
の残量が操作者によって確認できるようになっている。この洗浄剤は、図示しない給水フ
ィルタにより濾過処理がされた水道水により所定の濃度に希釈される濃縮洗剤である。
【００９３】
　また、装置本体２００の前面であって、例えば幅方向Ｘの右半部の高さ方向Ｙの上部に
、カセットトレー１２０が、装置本体２００の奥行き方向Ｚの前方へ引き出し自在に配設
されている。カセットトレー１２０には、内視鏡１０を消毒する際に用いる消毒液カセッ
ト１６１が収納されている。
【００９４】
 カセットトレー１２０が、引き出し自在なことにより、消毒液カセット１６１を所定に
セットできるようになっている。
【００９５】
　さらに、装置本体２００の前面であって、カセットトレー１２０の高さ方向Ｙの上部に
、洗浄消毒時間の表示や、消毒液を加温するための指示釦等が配設されたサブ操作パネル
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１３０が配設されている。
【００９６】
 また、装置本体２００の図中前面の高さ方向Ｙの下部に、装置本体２００の上部に閉じ
られているトップカバー３００を、操作者の踏み込み操作により、装置本体２００の上方
に開くためのペダルスイッチ１４０が配設されている。
【００９７】
　また、装置本体２００の高さ方向Ｙの上面の、例えば操作者が近接する奥行き方向Ｚの
前面側の幅方向Ｘの両端寄りに、装置本体２００の洗浄、消毒動作スタートスイッチ、及
び洗浄、消毒モード選択スイッチ等の設定スイッチ、内視鏡管路１８と口金１７とのいず
かれを洗浄消毒するか、または両方を洗浄消毒するかを選択するスイッチ類が配設された
メイン操作パネル２５０が設けられている。
【００９８】
　また、装置本体２００の高さ方向Ｙの上面であって、奥行き方向Ｚにおける操作者が近
接する前面に対向する背面側に、装置本体２００に水道水を供給するための、水道蛇口に
接続された給水ホースが接続される給水ホース接続口１３１が配設されている。尚、給水
ホース接続口１３１に、水道水を濾過するメッシュフィルタが配設されていてもよい。
【００９９】
　さらに、装置本体２００の高さ方向Ｙの上面の略中央部に、内視鏡収納口をトップカバ
ー３００によって開閉される、内視鏡１０が収納自在な洗浄消毒槽５０が設けられている
。洗浄消毒槽５０は、槽本体１５０と該槽本体１５０の内視鏡収納口の外周縁に連続して
周設されたテラス部１５１とにより構成されている。
【０１００】
　槽本体１５０は、使用後の内視鏡１０が洗浄消毒される際、該内視鏡１０が収納自在で
あり、槽本体１５０の槽内の面である底面１５０ｔには、槽本体１５０に供給された洗浄
液、水、アルコール、消毒液等を槽本体１５０から排水する、または消毒液を消毒液タン
クに戻すための排水口１５５が設けられている。
【０１０１】
　また、槽本体１５０の槽内の面である周状の側面１５０ｓの任意の位置に、槽本体１５
０に供給された洗浄液、水、消毒液等を、図示しない手段を介して内視鏡１０の内部に具
備された内視鏡管路１８に供給する、またはメッシュフィルタ等を介し、給水循環ノズル
１２４から槽本体１５０に再度供給するための循環口１５６が設けられている。尚、循環
口１５６には、洗浄液等を濾過するメッシュフィルタが設けられていても良い。
【０１０２】
　尚、上述した循環口１５６は、槽本体１５０の底面１５０ｔに設けられていてもよい。
循環口１５６が槽本体１５０の底面１５０ｔに設けられていれば、内視鏡１０の各管路、
または再度槽本体１５０への、洗浄液、水、消毒液等の供給タイミングを早めることがで
きる。さらに、ユーザが循環口１５６に設けられたメッシュフィルタ等を交換するに際し
、底面に設けられていると、操作者がアプローチしやすくなるといった利点がある。
【０１０３】
　洗浄消毒槽５０の槽本体１５０の底面１５０ｔの略中央部に、洗浄ケース１６０が配設
されている。
【０１０４】
　洗浄ケース１６０には、内視鏡１０の各スコープスイッチ１９等のボタン類、内視鏡１
０に併設されている取り外し可能な部品が収容される。その結果、各ボタン類及び取り外
した部品は、内視鏡１０と一緒に洗浄、消毒される。
【０１０５】
　槽本体１５０の側面１５０ｓの任意の位置に、槽本体１５０に供給された洗浄液、水、
消毒液等の水位を検出するカバー付き水位センサ１３２が設けられている。
【０１０６】
　テラス部１５１のテラス面１５１ｔ以外の面、即ち槽本体１５０の底面１５０ｔと平行
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、水道水により所定の濃度に希釈される洗浄剤を供給するための洗剤ノズル１２２及び、
後述する消毒液タンクから、消毒液供給ポンプにより、消毒液を供給するための消毒液ノ
ズル１２３が配設されている。
【０１０７】
　さらに、テラス部１５１の槽本体１５０の底面１５０ｔと平行な面に、槽本体１５０に
対し、給水するための、または槽本体１５０の循環口１５６から吸引した洗浄液、水、消
毒液等を、再度槽本体１５０に供給するための給水循環ノズル１２４が配設されている。
【０１０８】
　尚、洗剤ノズル１２２、消毒液ノズル１２３及び給水循環ノズル１２４は、テラス面１
５１ｔに配設されていても良い。
【０１０９】
　また、テラス部１５１のテラス面１５１ｔの操作者近接位置５０ｋに対向する側の面１
５１ｆに、内視鏡管路１８に、洗浄液、水、アルコール、消毒液、またはエア等を供給す
るための複数、ここでは２つの送気送水／鉗子口用ポート１３３と、鉗子起上用ポート１
３４と、漏水検知用ポート１３５とが配設されている。尚、これらの各ポート１３３～１
３４は、図１～図５において、上述したポート４５、４５ａ、４５ｂにそれぞれ相当して
いる。
【０１１０】
　さらに、図１～図４において上述した内視鏡１０の操作部１５の口金１７は、操作部１
５から、各スコープスイッチ１９を取り外した後、露出される。
【０１１１】
　尚、内視鏡洗浄消毒装置の構成は、図１０の構成に限定されず、ポート４５、４５ａ、
４５ｂに相当するポートを有するものであれば、どのような構成を有していても構わない
。
【０１１２】

 本出願は、２０１０年７月５日に日本国に出願された特願２０１０－１５３５０６号を
優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の内容は、本願明細書、請求の範囲、
図面に引用されたものである。
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